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中三デパート前で文字入りリンゴを配り、税への理解を呼びかける関係者 

毎
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と
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で
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だ
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い
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っ
と
お
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に
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す
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県納税貯蓄組合連合会五所川原地区支部（伝

法谷善雄支部長）では11月 8 日、文字入りリン

ゴを配って道行く市民に納税への理解を求めま

した。 

ここ数年、市町村税の滞納が増加傾向にある

ことから、 これに歯止めをかけようと 「納税」 

の文字入りリンゴを配布し、 PRすることにな 

ったものです。 

この日のリンゴ配布は、中三デパート五所川

店前で行われ、伝法谷支部長をはじめ、佐々木

策造市長、加藤淳三税務署長、藤本暁太郎県税

事務所長ら関係者20人が参加し、「納税」の文字

入りリンコ’"（陸奥）500イ固とチラシを配って道行く

市民に納税のPRと税への理解を求めました。 
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中三デパート前で文字入りリンゴを配り 、税への理解を呼びかける関係者

県納税貯蓄組合連合会五所川原地区支部(伝

法谷善雄支部長)では11月 8日、文字入りリン

ゴを配って道行く市民に納税への理解を求めま

した。

ここ数年、市町村税の滞納が増加傾向にある

ことから、これに歯止めをかけようと「車内税」

の文字入りリンゴを配布し、 PRすることにな
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この日のリンゴ配布は、中三 デパー ト五所川

庖 前 で 行 わ れ 、 伝 法 谷 支 部 長 を は じ め 、 佐 々 木

栄造市長、加藤淳三税務署長、藤本暁太郎県税

事務所長ら関係者20人が参加し、「車内税」の文字

入りリンゴ(陸奥)500個とチラシを配って道行く

市民に納税の PRと税への理解を求めました。
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支出済額

支出率 

出 

65億240万4千円 

40.7% 

平成 2 年（1990年）12月1日 広報ごしょがわら 
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鷲難麟I 
平成 2年9月30日現在 

―般会計 

歳入歳出予算額 159億5,941万3千円 

（繰越明許・逓次繰越含む） 

歳 入 

収入済額 70億1,829万8千円 

収入率 44.0% 

40.6% 

五所川原市の財政状況を公表します。 

五所川原市長 佐々木巣造 

この 「五I折川原市の財政」 は、市の財政がど

のように運営され、 どのような状況にあるかを

知っていただくために公表しているものです。 

今回は、平成 2 年度予算の執行状況と平成元

年度決算の状況を公表します。 

U 

	 84 4% 

~“ 
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441 1% 

11 

04.5z 

1.3% 

2.1% 7.5% 162% 

県 	諸 	市 	国 	市 

庫 
支 	

庫 

収 	 支 収 	 支 
出 	

出 出 

金 	入 	債 	金 	税 入 	債 	金 	税 

66.6 

地
 
方
 
交
 付
 
税
 

税 	 費 費 費 費 費 

平成元年度ー般会計決算の状況（見込み） 

費 費 
菜
 

農
林
水

産
業

費
 

水 	1 	JA 
工 

歳 	メ、 	区 	分 収 入 済 額 構成比 歳 出 区 分 支 出 済 額 構成比 

市 	 税 35イ意4,154万5千円 23.9 議 会 費 H意5,691万3千円 1.1 
地 方 譲 与 税 群意5,820万8千・円 1.7 総 務 費 211意7,676万4千一円 15.0 
利 子 割 交 付 金 5,850万3千・円 0.4 民 生 費 33l意7,124万8千・円 23.2 
自動車取得税交イ寸金 9,057万8千円 0.6 衛 生 費 11億1,085万5千・円 7.6 
地 	方 	交 	イ寸 	利さ 48億725万6千円 32.5 労 イ重』 費 11意5,934万7千一円 1.1 
交通安全対策特別交イ寸金 1,010万6千円 0.1 農 林 水 産 業 費 馴意5,467万4千円 3.8 
分担金及 び負担金 引意1,524万2千円 2.8 商 工 費 3億4,312万8千一円 2.3 

使月1 料及 び手数料 2億5,829万円 1.8 土 木 費 25億4,624万4千円 17.5 
国 庫 支 出 金 26イ意6,737万円 18.0 消 防 費 引意742万3千一円 4.2 

県 	支 	出 	金 4億9,002万3千円 3.3 教 育 費 191意3,469万円 13.3 

財 	産 	収 	フ、 3,135万5千一円 0.2 災 害 復 旧 費 5.459万8千一円 0.4 
寄 	附 	金 3,800万円 0.3 公 債 費 15イ意246万6千一円 10.3 
繰 	入 	金 H意1,912万7千円 0.8 諸 支 出 金 3,295万2千円 0.2 
繰 	越 	金 耳意6,275万1千一円 1.1 予 備 費 0千一円 0.0 

諸 	収 	フ、、 8億7,007万7千円 5.9 

市 	 債 引意7,191万円 6.6 

計 147億9,034万1千円 100.0 1451意5,130万2千円 100.0 

平成元年度特別会計決算の状況（見込み） 

会 計 区 分 収 	メ、 	済 額 支 出 済 額 

国民 1建康保険事業勘定 34億8,436万8千円 33億7,724万6 千円 

老 	入、 	保 	1建 20億5,660万円 20億5,511万6 千円 

高 等 看 護 学 ’完 5,588万 7 千円 5,588万 7 千円 

長者森平和公園造成事業 438万9 千円 421万6 千円 

下 	水 	道 	事 	業 1 31意 2,103万8 千円 13億2,l03万8 千円 

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億2,597万3 千円 1 億2,597万3 千・円 

(第724号)④広報ごしょがわら

五所川原市の財政状況を公表します。

佐々木模造

この「五所川原市の財政」は、市の財政がど

のように運営され、どのような状況にあるかを

知っていただくために公表しているものです。

今回は、平成 2年度予算の執行状況と平成元

年度決算の状況を公表します。

五所川原市長

平成 2年(1990年)12月1日

平成2年 9月30日現在

一般会計

歳入歳出予算額 159億5，941万3千円
(繰越明許・逓次繰越含む)

口
出

65億240万4千円

40.7% 

歳

支出済額

支 出 率

入

70億1，829万8千円

44.0% 

歳
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収入率
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』
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部
分
品
入
率
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す
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金

他

平成元年度一般会計決算の状況(見込み)

歳 入 区 王争 収入済額 構成比 歳 出 区 分 支出済額 構成比

市 干~ 35億 4.154万5千円 23.9 主義 dヨb式、 費 1億 5，691万3千 円 l.1 

土也 方 議 与 干兇 2{)意5，820万8千円 l.7 総、 務 資 21億 7，676万4千 円 15.0 

利子割交付金 5，850万3千円 0.4 民 生 費 33f意7，124万8千 円 23.2 

自動車取得税交付金 9，057万8千円 0.6 律? 生 費 11億 1，085万5千 円 7.6 

土也 方 交 イ寸 干~ 48億 725万6千円 32.5 労 信』 費 11意5，934万7千 円 l.1 

交通安全対策特別交付金 1，010万6千円 0.1 農林水産業費 5f意5，467万4千 円 3.8 

分担金及び負担金 4f;意1，524万2千円 2.8 商 工 費 3億 4，312万8千 円 2.3 

使用料及び手数料 2f意5，829万円 l.8 土 木 費 25{意4，624万4千 円 17.5 

国 庫 支 出 金 26億 6，737万円 18.0 f肖 防 費 6億 742万3千 円 4.2 

県 支 出 金 4億 9，002万3千円 3.3 教 育 費 19億 3，469万 円 13.3 

財 産 JlX 入 3，135万5千円 0.2 災 雪口量 復 !日 費 5，459万8千 円 0.4 

寄 ~1主 金 3，800万円 0.3 公 f責 費 15億 246万6千 円 10.3 

繰 入 金 1億 1，912万7千円 0.8 言者 支 出 金 3，295万2千 円 0.2 

繰 越 金 1億 6，275万1千円 l.1 予 備 費 0千 円 0.0 

言者 4又 入 8f意7，007万7千円 5.9 

市 f責 9f意7，191万円 6.6 

言十 147億 9，034万1千円 100.0 員十 145億 5，130万2千円 100.0 

平成元年度特別会計決算の状況(見込み)

JヱSコミ、 員十 区 分 JlX 入 済 客員 支 出 J斉: 客員

国民健康保険事業勘定 34億 8，436万 8千 円 33億 7，724万 6千円

老 人 f呆 健 20億 5，660万 円 20億 5，5 1 1万 6千円

I笥 等 看 議 学 院 5，588万 7千 円 5，588万 7千円 | 

長者森平和公園造成事業 438万 9千 円 421万 6千 円

下 ヌ1<. 道 事 業 1 3f.怠 2，103万 8千 円 1 3億 2，103万 8千 円

農業集浴排水事業 1 f.意 2，597万 3千 円 l億 2，597万 3千 円



青森県市町村職n共済組合 
112,725万) 1-円 (1.2%) 

全国市町村振興協会他 

青森県 	 1億8,474万l千円（1.8 ％〕 

3億8,525万9千円（3.6%) 

大蔵省 

69億 
6.501万9千円 

(37.4%) 

中小企業退職金共済事業団 

1(5,117Jj円 (1.4%) 

衛生債 

1億4.294万8千円 (1.3% 

消防債 
1億4.060)58千円（l.l3% 

2億1.647万3千円（2.0%) 」億5.727万円（1.5%) 
‘害復旧債 

2億3.871万9千円（2.3%) 

，務債 

4億8.373万9千円（4.6%) 

教育債 

30億2,299万「リ 
(28.5%) 

545 
7,218万3千円 
(51.5%) 
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国国回囲囲（平成 2年 9月30日現在） 

労働債 	 民生債他 

国囲回囲囲（平成2年 9月30日現在） 

軽白動車税他 
4.068)11 1P) 
( 4.1780J4F8) 102.7%) 

たばこ税 

3億1.805万2千円 

(I億4.602万7千円 

45-7%) 

市民税 

市税総額 1畿9認青円 

34億451万2 科り 
	 56.7%) 

固定資産税、(28億8.546な鷺易 

円億5.070万3干円 ＼、 

難帯麟繊翻難 
樹難て  平成 2年度予算 

特別会計予算執行状況 

（平成 2年 9 月30日現在） 

会 計 区 分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定 
35億 

1,241万2千円 

n億 
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44.1 

高 等看護学院 5,771万1千円 374万6千円 6.5 2,545万8千円 相
  

長者森平和公園造成事業 309万8千円 262万4千円 町
  

106万5千円 斜 4 

下 水 道 事 業 
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1,628万9千円 
7.770万1千円 
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24.6 

農業集落排水事業 
2億 

2,104万1千円 
29万2千円 叩

  
1,458万8干円 6

.6
  

市 有 財 産 の 状 況 

（平成 2年 9 月30日現在） 

土 	 地 3,357, 199m 

うち 山 	林 191, 246m' 

建 	 物 189,797n 

有 	価 	証 	券 26,717千円 

出 資 	に・よ 	る 権 利 78,895千円 

自 	 動 	 車 121台 

債 	 権 5万1千円 

五所川原市土地開発基金 4,552万8千円 

五所川原市財政調整基金 1億7,649万5千円 

五所川原市特別導入事業基金 385万8千円 

国民健康保険財政調整基金 6,300万円 

減 	債 	基 	金 2億6,100万円 

ふ る さ と 創 生 基 金 1億5,583万3千円 

五所川原市水田農業確立特別対策基金 4,837万円 

動 	 物 （牛） 93頭 

一時借入金残高の状況 

月 金 	 額 

4 6億5,000万円 

5 0円 

6 0円 

7 0円 

8 0円 

9 0円 

都市計画税 
ュ億1.440万8千84 
(6.678)H千円 58.3%) 

注
…
（
 
）書
は
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入
済
額
及
び
収
入
率
で
す
。
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(平成2年 9月30日現在)

⑤平成 2年 (1990年)12月1日

青森県市町村職凸共済組合

1億2，7251J1干PI(1 2%) 

全国市初I村l!l興協会他

lf意8，474万l千円(1.8%) 

特 別会計予算執行状 況
(平成 2年9月30日現在)

会計区分 予算現額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出華

国民健康保険事業勘定
35億 11憶

33.4 
12億

35.0 
1，241万2千円 7‘406万5千円 3，016万3千円

老 人 {呆
21億 9億

42.2 
9億

44.1 
健 8，219万5干円 2，172万6千円 6，144万6千円

高等看護学院 5，771m千円 374万6千円 6，5 2，545万8千円 44.1 

長者轟平和公園造成事業 309万8千円 262万4千円 84.7 106万5千円 34.4 

下水道事業
14憶

7，770万l千円 5.5 
3億

24.6 
1，628万9千円 4，901万l千円

農業集落排水事業
2億

29万2千円 0.1 1，458万8千円 6.6 
2，104万l千円

中小企業退職金共済事業向

l億5.117万円(1.4%)

土 1也 3，357，199m' 

うち 山 林 191，246m' 

建 物 189，797m' 

有 価 証 券 26，717千円

出 資 に・よ る 権 キリ 78，895千円

自 動 車 121台

f責 t雀 5万1千円

五所川原市土 地開 発基金 4，552万8千円

五所川原市財政調整基金 1{;意7，649万5千円

五所川原市特別導入事業基金 385万8千円

国民健康保険財政調整基金 6，300万円

減 イ責 基 金 2億6，100万円

ふる さ と創生基金 1億5，583万3千円

五所川原市水田農業確立特別対策基金 4，837万円

動 物(牛) 9 3頭

況有一財産の状
(平成 2年 9月30日現在)

市

消防憤

i(愈4，060万8Tド1(1.3%) 

民生愉他

20を1，647Ji3千円 (2.0%)

(平成 2年 9月30日現在)

注・
・・(

佐川動車倒他

4.068JJz r-ドl
(4.178万4千IlJ102.7%) 

L、

一時借入金残高の状況

月 金 額

4 6f:意 5，000万円

5 O円

6 O円

7 O円

8 O円

9 0円

書
は
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坂本 明さん 

ブラジルからようこそ 

市内飯詰出身でブラジルのマナウス市在住の

坂本明さん（40歳） が生まれ故郷の五所川原市

を訪れました。 これは、国のふるさと創生事業 

’ の一環として、ブラジル日系人を対象に全国251 

人を古里に招待したもので、本県では坂本さん

のほかに 3 人が招かれました。 

住みよい環境作品表彰式開く 
市と市民保健協議会（対馬昭幸会長） が主催

する 「住みよい環境づく り作品展」 の入賞者が

決まり、11月15日にイ動く婦人の家で被表彰者な

ど約50人が出席して行われました。 

今年度の応募作品は、小学校の部に258点、中

学校の部に360点ありました。 

表彰式では、小学校の部には佐々木市長から、 

中学校の部には対馬会長からそれぞれ表彰状と

記念品が手渡されました。 次いでイ左々木市長と

対馬会長があいさつ、釜落教育長と佐藤実環境

部会長がそれぞれ励ましの言葉を述べました。 

一 	特別賞を受けた児童、生徒は次のとおりです。 

r ◇小学校の部 〇標語一佐々木千恵（松野木小 

坂本さんは、小学校 4 年生の時、家族ととも

にブラジルへ移住し、現在はマナウス市で手広

く農業を営む、 5 人家族の大黒柱として活躍し

しており、29年．Sミりの里帰りとなります。 

坂本さんは11月13日、市役所を訪れ、小山内

助役と歓談した後、墓参のため女少竜寺（飯詰）と

農産！物加工センター、農業センターなどを訪れ

ました。 

ホテルサンルートで歓迎会が開かれ、親類や

元住んて、、た近所の方々約20人が集まりました。 

歓迎会では小山内助役が 「地球の裏側からはる

ばるおいでになったせっかくの機会ですから、 ご

一族をはじめ地域の方々とも親交を重ねてくだ

さい。 きょうはくつろいだ一夜を過ごしてくだ

さい」 とあいさつした後、記念品をプレゼント

しました。 これに対し坂本さんは 「農業施設の

見学は大変参考になりました。 今後は両国の交

流促進に尽く したい」 とお礼をう丞べました。 

,～、．～、．～、～%.～、．一‘．“~．、．‘、．ヘノ、～~J、～、．～、．’、’、.～、ハノ、．ヘノ、．～、．～、.～、.、．’"""'.～、．、，“”、ノ、．、．“．、～ 

表 

彰 

式 

6) 〇習字・書道一木村梨絵（南小 4) 〇図画・

ポスターー秋元智志、松田直子（」』よ上五小 3 )、 

松本靖幸（同 5) 
◇中学校の部 〇標語一上見裕美子（五四中1) 

金田一純（五一中 2) 〇作文ー藤森友規（五四

中1）、秋田里香（同 3)、毛内裕子（五三中 2) 

〇習字・書道一上見裕美子（五四中1)、沢田輝 

美（同2) 	 （敬称略） 

歓
談
の
あと
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の

お
み
や
げを
小
山
内
助
役
（
右
）
に

手
渡
す
坂
本
明
さ
ん
（
左
）
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教育の振興にと 
2 万8千余円寄付一 

本町商店街振興組合（加藤政則理事長）では 

11月 6 日、教育の振興に役立ててくださいと財） 

五所川原市教育振興会に28,250円を寄付しまし

た。 これは、去る 9 月15日に開催された売り出

しチャリティの売上金の一部を寄付したもので

す。 

年末年始の交通安全運動 
■実施期間 

平成2年12月15日～平成3年 1 月 5日 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 

県下短歌大会開く 
（市総合文化祭） 

去る11月11日、五戸斤川原短歌会（山上和美会

長）の主催する 「第30回県下短歌大会」 が中央

公民館で県内各地から約80人が参加して開かれ

ました。同大会は、五所川原市総合文化祭の一

環として行われたものです。 

今大会は、佐々木策造市長による席題 「石」 

と宿題 「当季雑詠」「鳥」 の順で披講が行われま 

した。 結果は次のとおりです。 	（敬称略） 

①市長賞・蘭菊賞一長勝寺浩（弘前市）（②）市議

会議長賞一中原悦夫（青森市）（③）市教育長賞―

関喜代栄（五所川原市）④商工会議所会頭賞一

野呂富枝（同）⑤文化振興会議会長賞ー山谷久

子（同） 

坂本さんは、小学校 4年生の時、家族ととも

にブラジルへ移住し、現在はマナウス市で手広

く農業を営む、 5人家族の大黒柱として活躍し

しており、 29年ぶりの里帰りとなります。

坂本さんは11月13日、市役所を訪れ、小山内

助役と歓談した後、墓参のため妙竜寺(飯詰)と

農産物加工センタ一、農業センターなどを訪れ

ました。

ホテルサンルートで歓迎会が聞かれ、親類や

元住んでいた近所の方々約20人が集まりました。

歓迎会では小山内助役が「地球の裏側からはる

ばるおいでになったせっかくの機会ですから、ご

一族をはじめ地域の方々とも親交を重ねてくだ

さ い 。 き ょ う は く つ ろ い だ 一 夜 を 過 ご し て く だ

さい」とあいさつしたf麦、記念品をプレゼント

しました。これに対し坂本さんは「農業施設の

見学は大変参考になりました。今後は両国の交

流促進に尽くしたしミ」とお礼を述べました。

(第724号)⑥
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市 内飯詰出身でブラジ ルのマナウス市在住の

坂本明さんは0歳)が生まれ故郷の五所川原市

を訪れました。これは、国のふるさと創生事業

の一環として、ブラジル日系人を対象に全国251

人を 古里に招待したもので、本県では坂本さん

のほかに 3人が招かれました。

表

"'-< 
早ノ

式

6) 0習字 ・書道 木村梨絵(南小 4) 0図画・

ポスター一秋元智志、松田直子(以上五小 3)、

松 本 靖 幸 ( 同 5) 

。 中学校 の部 0標語上見裕美子(五四中 1) 

金田一純(五一中 2) 0作文一藤森友規(五四

中 1)、秋田里香(同 3)、 毛 内 裕 子 ( 五 三 中 2) 

0習字・書道一上見裕美子(五四中 1)、沢田輝

美(同 2) (敬称略)

J主みよ叫環境作晶表彰式閥系鳴
誠子そ"，....竺三宮広江;三 斗子俳一 川町一泌"..，-"，斗

市と市民保健協議会(対馬昭幸会長)が主催

する 「住みよい環境づくり作品展」の入賞者が

決まり、 11月15日に働く婦人の家で被表彰者な

ど約50人が出席して行われました。

今年度の応募作品は、小学校の部に258点、中

学校の部に360点ありました。

表彰式では、小学校の部には佐々木市長から、

中学校の部には対馬会長からそれぞれ表彰状と

記念品が手渡されました。次いても佐々木市長と

対馬 会長があいさつ、釜沼教育長と佐藤実環境

部会長がそれぞれ励ましの言葉を述べました。

特別賞を受けた児童、生徒は次のとおりです0

0小学校 の部 0標語ー佐々木千恵(松里子木小

き日県三区短歌?会会関与ζ党政

一~一一一一ペヱ…山}ミ叫んが 市総合~X1化祭ザヂ

去る 11月11日、五所川原短歌会(山上和美会

長)の主催する「第30回県下短歌大会」が中央

公民館で県内各地から約80人が参加して聞かれ

ました。同大会は、五所川原市総合文化祭の一

環 と し て 行 わ れ た も の で す。

今大会は、佐々木栄造市長による席題「石」

と宿題「当季雑詠JI鳥」の順で披講が行われま

し た 。 結 果 は 次 の と お り で す 。 ( 敬 称 略 )

①市長賞 ・蘭菊賞←長勝寺浩(弘前市) ② 市議

会議長賞 中原悦夫(青森市)③市教育長賞

関喜代栄(五所川原市)④商工会議所会頭賞

野呂富枝(同)⑤文化振興会議会長賞一 山 谷 久

子(同)

荷主二一教育の振興に?と吋 現Jwa
判-ザ4 ザ-

-~". '，:;~*' 2刈万 8♂千余円寄付1可~，:("，

本町商庖街振興組合(加藤政則理事長)てもは

11月 6目、教育の振興に役立ててくださいと何)

五所川原市教育振興会に28，250円を寄付しまし

た。これは、去る 9月15日に開催された売り出

しチャリティの売上金の一部を寄付したもので

す 。

年末年始の交通安全運動
.実施期間

平成2年12月15日~平成3年1月5日

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署
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市内七ッ館字鶴ケ沼の斉藤茂さんは11月13日、 

社会福ネ止に役立ててくださいと100,000円を市に

寄付しました。 これは、11月 5 日になくなった

ご母堂テルさん（98歳）の香典返しで唄曽ったも

のです。 

この日は、斉藤さんが市役所を訪れ、小山内

助役に手渡しました。 

議驚静 
五所川原市交通安全対策協議会（会長・佐々

木築造市長）では、非常事態宣言発令後、交通

事故が鎮静化の傾向にあることから非常事態宣

言を解除することに決めました。 

しかし、交通死亡事故はすでに昨年を 3 人も

上回り、事故件数も昨年にせまる勢いです。 

今後も、交通事故に警鐘を鳴らす意味からも、 

弓は続き （12月14日までの期間）交通事故抑止

非常警報を出すことになりました。 

市民の皆さん、交通安全に心がけ、事故のな

い町づく りにご協力ください。 

堀内さ、んで南小）●ミ堂々 3位ーーマ
全日本卓球選手権ホーブス女子 
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市立南小学校（木下 巽校長） の堀内美里さ

ん（ 6 年） が11月 3 、 4 の両日、兵庫県姫路市

で開かれた「平成 2 年度全日本卓球選手権大会」 

ホープス女子シングルスで堂々の第 3 位を獲得

しました。 

堀内さんは11月 8 日、木下校長、館山信一先

生、片山浩ーコーチに付き添われて市役所を訪

れ、佐々木Hi-長に報告しました。 

交通事故にあったら 
県交通事故相談所ノ＼ 

突烈く、交通事故にあうと1可をどうしてよいの

か、 とまどうのは当然でブ 0 こんなとき、一日

も早く専門の相談員のいる県の交通事故相談所

へ相談してください。 

相談は、9 時から16時まで。（土曜は正午まで’) 

休日を除く毎日、受付しております。 電話でも 

受けています。 	 ' 
弁護」才目談は、本所一毎週月曜日、弘前支所 

一毎月第1 と第 3 の金曜日です。 

なお、当市では第 2 と第 4 の火曜日に市民相 

談室で巡回相談を行っています。 

本 所 青森市新町 2 丁目3-1 県庁舎別館 

" 01 77（箆）1111番内線5440 -5441番 

弘前支所 弘前市蔵主町 4 県合同庁舎 

か 01 72⑩8721番内線213番 

小
山
内

助
役

（左
）
に
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佳土含 liム Il、Iで士苦nニ雷割， 
牙・不牙・ヌ百 'Ill切り巳1里割I 
平成 2年12月1 日～平成3年1 月5日 

五所川原地区暴力追放推進協議会 
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市立南小学校(木下 巽校長)の堀内美 里さ

ん(6年)が11月 3、 4の両日、兵庫県姫路市

で聞かれた「平成 2年度全日本卓球選手権大会」

ホー プス女子シングルスで堂々の第 3位 を獲得

しました。

堀内さんは11月 8日、木下校長、館山信一先

生、片山浩一コーチに付き添われて市役所を訪

れ、佐々木市長に報告しました。

市内七 ッ館字鶴ヶ沼の斉藤茂さんは11月13日、

社会福祉に役立ててくださいと 100，000円を市に

寄付しました。 これは、 11月 5日になくな った

ご母堂テルさん (98歳)の香典返しで贈 ったも

のです。

この日は、斉藤さんが市役所を訪れ、小山内

助役に手渡しました。
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突然、交通事故にあうと何をどうしてよいの

か、とまどうのは当然です。 こんなとき、 一 日

も早く専門の相談員のいる県の交通事故相談所

へ相談してください。

相談は、 9時から 16時まで‘。(土曜は正午まで)

休日を除く毎日、受付しております。 電話でも

受けています。

弁護士相談は、本所ー毎週月曜日、

毎月第 1と第 3の金曜日です。

なお、当市では第 2と第 4の火曜日に市民相

談室で巡回相談を行 っています。

本 所青森市新町 2丁目3-1県庁舎別館

ft0177⑫ 1111番内線5440-5441番

弘前市蔵主町 4 県合同庁舎

ft0172⑮8721番内線 2 1 3番

弘前支所

五所川原市交通安全対策協議会(会長 ・佐々

木築造市長)では、非常事態宣言発令後、交通

事故が鎮静化の傾向にあることから非常事態宣

言 を解除することに決めました。

しかし、交通死亡事故はすでに昨年を 3人も

上回り、事故件数も昨年にせまる勢いです。

今後も、交通事故に警鐘を鳴らす意味からも、

引き続き (12月14日までの期間)交通事故抑止

非常警報を出すことになりました。

市民の皆さん、交通安全に心がけ、事故のな

しミ町づくりにご協力ください。

弘前支所

年末年始の防犯運動
平成2年12月1日~平成3年 1月5日

五所川原地区暴力追放推進協議会
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一  12月11日特設相談所を開設 
9' 

レ時問 午前10時から午後 3 時 

ン場所 丸友デパート特設会場 

※このほか、市役所内市民相談室で毎週金曜日 

午前10時～午後 3 時まで才目談を受けています。 

平成 2 年（1990年）12月 lII 	 広報ごしょがわら 	 （第724号）⑧ 
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第42回人権週間 
12月 4 日から10日まて二、は 「第42回人間週間」 

です。 毎年12月10日を 「人権デー」 と定め、記 

念行事が行われます。 

わが国では、「人権デー」 を最終日とする一週 

間を 「人権週間」 と定めていますが、青森地方 

法務局と青森県人権擁護委員連合会では、次の 

強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重思想 

の大切さを呼びかけています。 

く》国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう。 

⑥いじめ、体罰の根を絶とう。 

⑨部落差別をなくそう。 

⑥女性の地位を高めよう。 

⑨障害者の完全参加と平等を実現しよう。 

「人権週間」にあたり、私たち一人ひとりが人 

権について考え、明るく豊かな社会をつく りま 

しょう。」なお、毎日の生活の中で、お困りのと 

きは、青森地方法務局五所川原支局（ft 233O 

番） または、お近くの人権擁護委員にご相談く 

ださい。 相談は無半＋で、秘密は厳守します。 

本市の人権擁護委員は次の方々です。（敬称略） 

正雄（田 町）ft③，2 6 2 4 番 

資（鎌谷 田丁）廿電多2493番 

郁夫（松 島 町）ft（⑩ 3 1 2 1番 

武一（藻 川）ft⑩ 2 7 9 4 番 

育也（羽野木沢）"（⑩ 2006番 

良治（松 野 木）ft（四） 3 9 6 2 番 

信一（飯 詰）ft電1)2 1 2 7 番 

芳江（松 島町）ft5>8 5 9 0 番 

清（元 	町）胃（③5>3 0 3 5 番 

市文化奨励賞・スポーツ賞 
受賞者の推薦をノ…一 

市では毎年、文化やスポーツ活動に優秀な成

績をおさめられた方々に対して、文化奨励賞や

スポーツ賞を贈り、その栄誉をたたえています。 

該当する方がありましたらご推薦ください。 

レ表彰対象 五所川原市民または本市に所在す

る団体で、本年 2 月17日から平成 3 年 2 月15 

日までの期間中に文化及びスポーツ活動に優

秀な成績をおさめられた方、または永年にわ

たりスポーツ活動、育成に功労のあった方。 

レ推薦書類 市教育委員会にあります。 

レ推薦期間 12月21日（金）までト。（以降については

追加推薦してくださいJ 

レ推薦及び間い合せ先 市教育委員会社会教育

課（ft5)21 11番内線250番） 

レその他 表彰式は平成 3 年 2 月16日（土）午後 2 

時から市中央公民館で開催する予定です。 

罰撫秒暴締藤締 

成人式は 鵬‘毎碁Fタ→昇ら戸発護曹‘尋可 

1 月15日に行います 

市では20歳を迎えた方をお祝いするため次の 

とおり成人式を行います。 なお、対象者には12 

月中旬にハガキでら重矢日します。 

レ日時 平成 3 年 1月15日午前10時30分～ 

レ場所 市中央公民館大ホール（駅裏） 

レ受付時間 午前 9 時30分～10時20分まて各 

レ対象者 昭和45年 4 月 2 日から昭和46年 4 月 

1 日までに生まれた人 

レその他 学校や勤務の都合で市外に住んでけ3 

られる市出身者の参加も歓迎いたします。 

「はたちの主張」発表者募集 

新しく成人になられる方に、 日頃感じている 

ことを述べていただく 「はたちの主張」 発表者 

を募集します。ゾ5、るってご応；募ください c〕 

レテーマ 成人式を迎えるにあたって感じてい 

ること 

ン発表時間 4 分～ 6 分（成人式に発表） 

レ」応募資格 新成人（昭和45年 4 月 2 日から昭 

和46年 4 月 1 日まで・に生まれた方） 

D」応募期限 12月20日（木） 

レ間い合わせ先 市教育委員会社会教育課 

(ft③5)21 1l番 内線250番） 
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12月 4日から 10日までは「第42回人間週間」

です。毎年12月10日を「人権デー」と定め、記

念行事が行われます。

わが国では、「人権デー」を最終日とする一週

間を「人権週間」と定めていますが、青森地方

法務局と青森県人権擁護委員連合会では、次の

強調事項を掲げ、県民の皆さんに人権尊重思想、

の大切さを呼びかけています。

。国際化時代にふさわしい人権意識を育てよう 。

Oいじめ、 体罰の根を絶とう。

O部落差別をなくそう。

。女性の地位を高めよう。

。障害者の完全参加と平等を実現しよう。

「人権週間」にあたり、私たち一人ひとりが人

権について考え、明るく豊かな社会をつくりま

しょう。」なお、毎日の生活の中で、お困りのと

きは、青森地方法務局五所川原支局(宮⑪ 2330

番)または、お近くの人権擁護委員にご相談く

ださ ¥"0 相談は無料で、秘密は厳守します。

本市の人権擁護委員は次の方々です。(敬称略)

尾崎正雄(田 町 )ft⑪ 26 2 4番

木村 資(鎌谷町)ft⑩ 2 4 9 3番

対馬郁夫(松島町)宮⑪ 31 2 1番

高橋武一(藻 ハ1) 宮⑩ 27 9 4番

阿部育也(羽野木沢) 宮⑮ 20 0 6番

長尾良 治 ( 松 野木)ft⑮ 3 9 6 2番

船水信一(飯 詰 )ft⑨ 21 2 7番

原 芳江(松島町)ft⑮ 85 9 0番

山谷清(元町)ft⑮ 30 3 5番

12月11日特設相談所を開設
1>時間 午前10時から午後 3時

1>場所 丸友デパート特設会場

※このほか、市役所内市民相談室で毎週金曜日

午前10時一午後 3時まで相談を受けています。

面当 青 浜 風 フ 父
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手IJ な !底 笛川
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く 砂 れ

幸柿 3王る 北丘 長て 吟

花祭
一飲 社

ム

歩 朗む 華字ノ、

市では毎年、文化やスポーツ活動に優秀な成

績 を お さ め ら れ た 方 々 に 対 し て 、 文 化 奨 励 賞 や

スポーツ賞を贈り、その栄誉をたたえています。

該当する方がありましたらご推薦くださいo

b表 彰 対 象 五所川原市民または本市に所在す

る団体で、本年 2月17日から平成 3年 2月15

日までの期間中に文化及びスポーツ活動に優

秀な成績をおさめられた方、または永年にわ

たりスポーツ活動、育成に功労のあ っ た方o

b推薦書類 市 教 育 委 員 会 に あ り ま す。

1>推薦期間 12月21日幽 まで。(以降については

追加推薦してください。)

1>推薦 及 び 問 い 合 せ 先 市教育委員会社会教育

課(宮⑮ 2111番内線250番)

1>その他 表彰式は平成 3年 2月16日比)午後 2

時から市中央公民館で開催する予定です。

{?j ~(b伶ちか総合

市では20歳 を 迎 え た 方 を お 祝 い す る た め 次 の

とおり成人式を行います。なお、対象者には12

月中旬にハガキで通知します。

1>日 時 平成 3年 1月15日午前10時 30分 ~

じ>場所 市 中央公民館大ホール(駅裏)

1>受付時間 午前 9 時30分~ 10時20分まで

1>対象者 昭和45年 4月 2日から昭和46年 4月

1日までに生まれた人

1>その他 学校や勤務の都合で市外に住んでお

られる市出身者の参加も歓迎いたします。

最善悲切主勢l穿顎婁集
新しく成人になられる方に、日頃感じている

ことを述べていただく「はたちの主張」発表者

を募集します。ふるってご応募ください。

じ〉テーマ 成人式を迎えるにあた って感じてい

ること

1>発表時間 4 分~ 6 分(成人式に発表)

1>応募資格 新成人(昭和45年 4月 2日から昭

和 46年 4月 1日までに生まれた方)

じ〉応募期限 12月20日(木)

1>問 い 合 わ せ 先 市教育委員会社会教育課

(ft⑮ 2111番内線250番 )
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看護学生募集 
―市立高等看護学院 

レ募集人員 40人 

レ修業年限 3 年（ただし、第 3 学年は臨床実 

習としますJ 
レ入学資格 准看護婦（士）で次のいずれかに該 

当する人。 

①免許取得後、 3 年以上看護業務に従事した人 

(3年 3 月で 3 年就業終了見込みの人を含む） 

②高等学校卒業者（ 3 年 3 月卒業見込みの人を 

含む） 

③高等学校衛生看護科卒業者（ 3 年 3 月卒業見 

込みの人を含む） 

ン願書受イ寸期間 平成 3 年 1月25日まて各 

レ願書受付場所 市立高等看護学院 

レ試験期日 平成 3 年 2 月12日（火） 

レ試験場所 市立高等看護学院 

市では、今年度最後の犬の集合登録ならびに ）試験科目 社会、国語、英語、看護一般、作文、 

狂犬病予防注射を実施します。 ご都合等により 
	

面接 

まだお済みでない方は次の要領で受けてくださ 
	

詳しいことは、市立高等看護学院（h⑩2715 
し、o 	 番 布屋町41番地）教務にお問い合わせくださ 

レ日時 12月 7 日（金） 9: 00-15 : 30 
	

し、o 

ン場所 五所川原保健所前（市内末広町） 

レ料金 登録料 2,100円 

注射料 2,760円 
	 圧年 1回） 	申込の受付を開始に 

円」ノ 	「国の進学Iコーン」 

合 計 4,860円 
	

レ融資資格 高校、短大、大学、専修学校（修

※登録しなかったり、注射を受けなかったりし ったりし 	業年限 2 年以上） などに進学される方の父母

ますと、狂犬病予防法違反で罰則の対象とな 対象とな 	または本人（動労学生に限ります。） 

りますので、必ず受けるようにしてください。 ください。 レ融資額 1人当たり100万円以内 

レ融資の対象となる資金 入学金・授業恥Iなど 

尋I叱f) 線 
	

の学校納付金、受験のための諸費用、教科書 

代、制服・制帽代、下宿の敷金など進学に際

し必要な資金。 おやこ劇場 
ナ 	 レ返済期間 5 年以内 

例会のお知らせ 
ー 	 レ利率 年8.3% 

く》第 9回低学年例会 
	

レ保証 財団法人進学資金融資保証基金または 

ロバの音楽座・ミュージックストリー ー 	 保証人（ 1名以上） 

「ロバの詩」 	 レ返済方法 毎月元利均等返済（希望によりボ 

レ日時 12月 8 日（土）午後 6 時30分～ 	 ーナス月-1月及び 7 月ー増額返済を併用てる 

レ場所 市民文化会館 
	

きますJ 
@）第7回高学年例会 
	

レ取扱期間 平成 3 年 4 月30日まてな 

影絵劇団かかし月些 
	

※詳しいことは、国民金融公庫弓2、前支店融資相 

「木彫りのオオカミ」 
	

談係（か0172⑩6303番）へどうぞ。 

レ日時 12月13日（木）午後 6 時30分～ 	
仲間になりませんか！ ン場所 市民文化会館 

3B体操サークル く》会員を募集しています。 

レ会費 入会金100円、会費800円 
	

あなたも 3B体操で、心も身体もリフレッシュ。 

ン申し込み先及び間い合わせ先 
	

レ日時 毎週水曜日午前10時～正午 

事務局（市内本町東奥日報社ビル 4F皆 F皆 	 ン場所 イ動く婦人の家 

"（⑩2170番）へどうぞ。 	 ※間い合わせは、吉崎さん（廿⑩5758番）へ。 

平成3年 

新年名刺交換会 

ン日時 平成 3 年 1月 1日（J(） 午前11時

ン場所 市民文化会館 2 階 

レ会費 	1 ,500円（申し込みと同時に納入くだ 

さい。） 

ン申し込み締切 12月20日休） 

レ申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

議所 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

もうお済みですか？ 

犬の登録・狂犬病予防注射．ノ 
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平成 3年 1月 1日(火)

市民文化会館 2階

午前日時

4、

じ〉 日時

c>場所

c>会費 1，500円(申し込みと同時に納入くだ、

さいJ
c>申し込み締切 12月20日(木)

c>申し込み先 市管理課または五所川原商工会

言義戸斤

主催 五所川原市

五所川原商工会議所

市内農業協同組合懇談会

もうお済み告ですか?
ぷ犬の登録サ王犬病予防注射.ノ

市では、今年度最後の犬の集合登録ならびに

狂犬病予防注射を実施します。ご都合等により

まだお済みでない方は次の要領で受けてくださ

しミ o

c>日時

c>場所

c>料金

12月 7日(釦 9:00-15: 30 

五所川原保健所前(市内末広町)

登録料 2，100円|
~ (いずれも毎年 1回)

注射料 2，760円|

合 計 4，860円

※登録しなかったり、注射を受けなかった りし

ますと、狂犬病予防法違反で罰則の対象とな

りますので、必ず受けるようにしてください。. .. 
L向

致問点ぷ事タこ劇場
…例舎のお知念らぜ

。 第 9回低学年例会

ロパの音楽座・ミュージックストリー

「ロパの詩」

c>日時 12月 8日比)午後 6時30分-

b場所 市民文化会 館

。第ワ回高学年例会

影絵 劇団かかし座

「木彫りのオオカミ」

c>日時 12月13日(木)午後 6時30分 ~

c>場所市民文化会館

。会員を募集しています。

c>会費 入会金100円、会費800円

c>申し込み先及び問い合わせ先

事務局(市内本町東奥田報社ピル 4階

宮⑩2170番)へどうぞ。

(ただし、 第 3学 年 は 臨 床 実

( 3年 3月卒業見

:ぷ旦の進学、口-;:--Jム 認可r ィ;ェざ

同町¥申込の受イ寸を開始μ

c>融資資格 高校、短大、大学、専修学校(修

業年限 2年以上)などに進学される方の父母

または本人(勤労学生に限ります。)

c>融資 額 1人当たり 100万円以内

c>融 資 の 対 象 と な る 資 金 入 学金 ・授 業料 など

の学校納付金、受験のための諸費用、教科書

代、制服 ・告IJ帽代、下宿の敷金など進学に際

し必要な資金。

c>返済期間 5年以内

c>利率 年8.3%

c>保証 財団法人進学資金融資保証基金または

保証人(1名以上)

c>返済方法 毎月元利均等返済(希望によりボ

ーナス月 1月及び 7月一増害頁返済をf弁用で

きます。)

c>取扱期間 平成 3年 4月30日ま で

※詳しいことは、国民金融公庫弘前支庖融資相

談係 (ftOl72⑮6303番)へどうぞ。

バ喚問Iこ恥りませJMM札長
引品;〆 '::-'3 B体操ザL グyじ

あなたも 3B1本f呆で、心も身イ本もリフレ ッシユo

c>日 時 毎週水曜日午前10時 ~ 正 午

じ>場所働 く婦人の家

※聞い合わせは、吉崎さん (ft⑪ 5758番) ノ¥。



みんなの健康教室 
レ日 時 

12月21日圏午後 1時 

レ場 所 

市保健センター 

レ講 師 

瀬川政信先生（西北中央病院第一内科科長） 

レテーマ 

血液の病気（白血病、ェィズの最近の話題） 

レ主 催 北五医師会・市保健協議会 

平成 2 年（1990年）12月1日 
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-r加無表一 
＠本庁と各支所は12月29日（」Jから 1月 3 日（木）ま

で休みます。 

ただし、本庁の市民課は、12月29日（土）は休み、 

31日（月）は午前中窓口業務を行います。 

なお、年末は窓口が混み合います。 印鑑証明

などは 3 か月間有効期間がありますので、必要

な方は早目にどうぞ。 

＠西北中央病院は、12月28日（金）午後から 1月 3 

日休）までト休み、 1月 4 日（金）から診療（午前中） 

を始めます。 

@）水道の故障修理の受イ寸は、12月28日（金）から 1 

月 4 日（劃までト元町i争水場（か（ 12639番）てネ行い  

ます。 

⑥図書館は、12月27日（わから 1月 4 日（金うまで図

書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

＠市民文化会館、三道会館は、12月28日（金）から 

1月 3 日（木）まで一般開放は行いません。 

⑥歴史民俗資恥接官は、12月27日（木）から 1月 4 日 

（金）まで、中央公民館、働く婦人の家、市民体育

館は12月28日（金）から 1月 4 日（金うまで’一般開放を

行いません。 

@）勤労者野外活動施設（狼野長根）は、12月29 

日（土）から 1月 3 日（木）まで一般開放は行いません。 

ミご,ミの集積場”変更 込r 錯編」にこ協力をノ 
12月17日～来年3月31日 

冬期間ご協力お願いします 

冬期間の積雪のために、 ごみ収集車の通行が

困難となる次の集積場戸斤を中止します。 期間は 

12月17日から来年 3 月31日までです。 

その地域にお住まいの方は、 ご面倒でも近く

の大通りの集積場所を利用してください。 

町 名 冬期間収集を中止する場所 

東 	町 全町内 

川 端町 元大丸古川裏通り 

下平井町 
元五所川原ラジエーター店奥通り 

小川種店奥通り 

湊 
宮崎古物店奥通り 

鉄橋附近 

雛 	田 川口整骨院前 

JUl 	H 時 	間 場 	所 

12月25母
困 
1

。 

一 

午前10時から 
午前11時まで 

本町マルカかさい駐車場 

正午から 
午後 2 時30分まで 

日立東部セミコンダクタ 

午後 3 時から 
午後 4 時まで 五所川原温泉ホテル前 

栄養教室のお知らせ 

健康メニューで 

ー 寒い冬をのりきろうク“" 

旬の魚やりんごをつかった調理法を学ぶとと

もに家族の健康を願い、バランスの良い食事の

ための味つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませんか？ 

レテーマ：栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう／ 

レ時 間：9 時30分～13時 

ン半斗 金：無料 

レ持参するもの：エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手帳、食

事診断用紙（地区の保健協力員からもらって

ください） 

ン申し込み先：地区の保健協力員へ（参加申し

込み用紙があります） 

レ締め切り日：12月 7 日（金） 

対象地区 開催月日 開催土易I折 

長 t喬土也［x 12月12日（水） コミセン長橋 

三 好 」也 区 12月19日（水） コミセン三好 

※詳しいことは市衛生課（h電る)21 11番内線268 

272番）へどうぞ”。 
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。本庁と各支所は12月29日ωから 1月 3口(木)ま

で休みます。

ただし、本庁の市民諜は、 12月29臼ωは休み、

31日(月)は午前中窓口業務を行います。

なお、年末は窓口が混み合います。 印鑑証明

などは 3か月間有効期間がありますので、必要

な方は早目にどうぞ0

0西北中央病院は、 12月28日働午後から 1月 3

日(木)まで休み、 1月 4日幽から診療(午前中)

を始めます。

。水道の故障修理の受付は、 12月28日幽から 1

月 4日幽まで元町浄水場(宮⑪ 2639番)で行い

、ごみ、の集積場所を変更

|12月17日~来年3月31日|

冬期間ご協力お願いします

冬期間の積雪のために、ごみ収集車の通行が

困難となる次の集積場所を中止します。期間は

12月17日から来年 3月31日までです。

その地域にお住まいの方は、ご面倒でも近く

の大通りの集積場所を利 用してくださ1，'0

町名 冬期間収集を中止する場所

東 開J 全 町 内

川端町 冗大丸古川裏通り

下平弁町
冗五所川原ラジエーター庖奥通り

小川種庖奥通り

雛

i奏
宮崎古物底奥通り

鉄橋附近

田 川口整骨院前

みんなの健康教室
b日時

12月21日幽午後 1時

[>場 所

市保健セ ンタ-

b講 師

瀬川政信先生(西北中央病院第一内科科長)

bテーマ

血液の病気(白血病、エイズの最近の話題)

b主催北五医師会・市保健協議会

ます。

O以].:!}館は、 12月27日(木)から 1月 4日幽まで関

2}の閲覧 と 貸しo'l~し業務は行いません。

。 市 民文化会館、 一三道会館は、 12月28日(鉛から

1 JJ 3日(木)まで一般開放は行いません。

。歴史民俗資料館は、 12月27日(木)から 1月 4臼

幽まで、中央公民館、働く婦人の家、市民体育

館は12月281=l(鉛から 1月 4日幽まで一般開放を

行いません。

。勤労者野外活動施設(狼野長根)は、 12月29

日ωから 1月 3日(木)まで一般開放は行いません。

人の命を救う

「愛の献血」にご協力を/

期日 &.~ 間 土易 F庁

午前10時から
午前川持で本町マル州、都喧車列タl

12月25日正午から
刷 午後2時30分まで 目立東部セミコンダク

午後3時から 前 1
午後4時まで五所川原温泉ホテル

栄養教室のお知らせ

「健康三ニユ竺~~竺守ど
日 言葉ふ冬を(J)-"'"りをl 芳 明 戸

句の魚やりんごをつかった調理法を学ぶとと

もに家族の健康を願い、バランスの良い食事の

ための昧つけを覚えたい方は、是非参加してみ

ませんか?

[>テ ーマ :栄養の知識を学び、習慣病といわれ

る成人病を防ごう/

[>時間 9時30分 -13時

仁〉料金 :無料

[>持参 す る も の :エプロン、筆記用具、 ごはん、

みそ汁(小びんなどに入れて)、健康手帳、食

事診断用紙(地区の保健協力良からもらって

ください)

[>申し込み先:地区の保健協力員へ(参加申し

込み用紙があります)

[>締 め 切 り 日 :12月 7日 働

対象地 区 開{極月日 開催場所

長橋 地 区 112月12日附|コミセン長橋

二好地区 112月19日附|コミセ ン三好

※詳しいことは市衛生課(宮⑮ 2111番内線268・

272番)へどうぞ。
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